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その運営主体であるカレッジボードは AP プログラムについて「エクイティ (equity) J と「エク







第 1 章では、 AP プログラムの拡大に関する政策分析を行った。元々一部の成績優秀な生徒を対














第 3 章では、高等教育機関に焦点を当て、 AP プログラムの単位認定の仕組みについて分析を行っ
た。アメリカの高等教育機関は基本的に AP 試験の成績が優秀であった際にのみ単位認定等の措
置を講じることで、高大接続プログラムとしての質が保証されていることを明らかにした。また、
高等教育機関では、 AP プログラムの「エクセレンスJ を AP 試験の成績の優秀さに求めているこ
とから、この点はカレッジボードの解釈と同様であることを指摘した。




ることで、 AP プログラムへの参加機会が提供されることを明らかにした。また、 AP プログラム










































第三に、 AP プログラムの海外展開について、すでに多くの国で実施されてきている IB プログ
ラムという比較対象軸を設定して分析したことである。アメリカ国内においても AP プログラム
と IB プログラムは桔抗関係にあること、また AP プログラムの海外展開の背景には IB プログラ
ムが存在することを明らかにした。したがって、 AP プログラムと IB プログラムを比較検討する
ことで、中国への導入過程の特質を詳細に捉えることが可能となった。また、中国の高級中学に
おいて両プログラムが導入される実態を具体的に分析することで、教育プログラムが国境を越え
て実践される制度的条件を明らかにしたことは高く評価される。
その一方で、残された課題も指摘できる。一つは、 AP プログラムの内容面、また中国の教育課
程全体の精微な分析が十分になされていないことである。もちろん、 AP プログラムの制度面につ
いては詳細な検討をしているが、例えば、海外の教育プログラムが導入されることで生じる中国
国内の教育課程全体の変容等に関する詳細な分析があれば、本論文の分析がより多面的になった
と考えられる。
もう一つは、 AP プログラムの海外展開について、商業主義的な側面からの分析が十分なされて
いないことである。どのようなプログラムであっても一定の利益が見込めないものは展開が困難
となる。とすれば、例えば、 AP プログラムの中国展開に関するカレッジボードの利益面から分析
できたとすれば、国境を越えるプログラムの実態が、より具体的で、詳細なものになったと考え
られる。この点に関する調査がかなり難しいことは十分認識されるが、今後の研究課題となろう。
このように今後乗り越えるべき課題は残されているが、本論文は、国際教育分野の研究に新た
な知見を加え、グローパル化の進展とともに今後ますます盛んになってくると予想されるトラン
スナショナル教育研究にも一定の示唆を与えるものとして高く評価できる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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